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福
祉

平
成
１５
年
度
の
水
道
検
針
・
集
金
事
務
受
託
者
及
び

担
当
地
区
に
つ
い
て

平
成
１５
年
度
の
水
道
検
針
・
集
金
事
務
受
託
者
及
び
担
当
地
区
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
担
当
が
細
か
く
分
か
れ
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

役
場
水
道
課
業
務
係
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「
成
年
後
見
制
度
支
援

事
業
」
を
始
め
ま
す

成
年
後
見
制
度
と
は
、
こ
れ
ま

で
の
禁
治
産
・
準
禁
治
産
制
度
に

代
わ
っ
て
、
平
成
１２
年
４
月
か
ら

発
足
し
た
制
度
で
す
。

平
成
１５
年
４
月
か
ら
「
法
定
後

見
制
度
」
に
か
か
る
申
立
て
に
要

す
る
費
用
や
、
町
長
が
申
立
て
を

行
っ
た
方
で
、
審
判
で
選
任
さ
れ

た
後
見
人
等
に
対
す
る
報
酬
が
支

払
い
で
き
な
い
方
に
対
し
て
、
松

前
町
が
費
用
等
の
負
担
を
支
援
す

る
『
松
前
町
成
年
後
見
制
度
支
援

事
業
』
を
始
め
ま
す
。

支
援
事
業
を
利
用
で
き
る
方

松
前
町
に
居
住
し
、
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
６５
歳
以

上
で
、
重
度
の
痴
呆
性
の
症
状
ま

た
は
知
的
障
害
を
も
っ
て
お
り
、

配
偶
者
若
し
く
は
四
親
等
以
内
の

親
族
が
い
な
い
方
又
は
そ
れ
ら
の

親
族
が
あ
っ
て
も
音
信
不
通
等
の

状
況
に
よ
り
申
立
て
が
で
き
な
い

方
。

支
援
事
業
の
内
容

家
庭
裁
判
所
へ
の
申
立
て

本
人
等
に
代
わ
り
、
町
長
が
家

庭
裁
判
所
へ
成
年
後
見
人
制
度
を

利
用
す
る
た
め
の
申
立
て
を
行
い

ま
す
。

申
立
て
の
費
用
等

申
立
て
に
要
す
る
費
用
等
や
、

町
長
が
申
立
て
を
行
っ
た
方
で
、

選
任
さ
れ
た
後
見
人
等
に
報
酬
が

支
払
い
で
き
な
い
方
に
対
し
て
、

松
前
町
が
費
用
を
負
担
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
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Information

成年後見制度の概要

集 金 地 区
南黒田西・北黒田・宗意原・筒井
本村・筒井東・西古泉
新立・宗意原
塩屋
塩屋南
北黒田東
宗意原
筒井西
西古泉と塩屋を除く岡田地区・北伊予地区
宗意原
今新開
新立（駅東）

検 針 地 区

横田・宗意原・今新開

徳丸・中川原・出作・鶴吉

塩屋・本村
大溝・東古泉・新立
北黒田東・新立・宗意原
神崎
大間・昌農内・宗意原（駅西）
西古泉
北川原
北黒田・宗意原・新立
西高柳・北黒田西

筒井

永田・上高柳・恵久美

委託者名
森 本 由記美
堀 部 一 美
松 本 正 子
戒 田 京 子
阪 東 利 美
西 森 文 子
尾 田 チヱ子
宇都宮 友 計
大 西 妙 子
町 田 幸 久
夏 井 タケノ
大 野 光
渡 瀬 紀 代
増 田 弥 生
山 本 幸 子
増 田 千 惠
谷 口 美由紀
大 野 美 保
佐 藤 蘭 子
藤 岡 裕美子
池 内 桂 子
一 宮 章 子
村 井 光 枝
竹 田 明 子

 屋 多恵子
山 下 節 子

現行制度
（平成１２年４月からスタート）

制 度・
本 人
成年後見人等

（判断能力が欠けているのが
通常の状態の方を対象）

後 見・
成年被後見人
成年後見人

（判断能力が著しく不十
分な方を対象）

保 佐・
被 保 佐 人
保 佐 人

（判断能力が不十分な方
を対象）

補 助・
被 補 助 人
補 助 人

任意後見契約

旧 制 度

制 度・
本 人
後見人等

禁治産・
禁治産者
後 見 人

準禁治産・
準禁治産者
保 佐 人

制度なし
（通常の委任契約のみ）

法定後見
制 度

任意後見
制 度

水
道

�
成
年
後
見

制
度
と
は
…

痴
呆
性
の
方
、
知
的
障
害

の
あ
る
方
、
精
神
障
害
の
あ

る
方
な
ど
判
断
能
力
の
不
十

分
な
方
々
は
、
財
産
管
理
や

身
上
監
護
（
介
護
、
施
設
へ

の
入
退
所
な
ど
の
生
活
に
つ

い
て
配
慮
す
る
こ
と
）
に
つ

い
て
の
契
約
や
遺
産
分
割
な

ど
の
法
律
行
為
を
自
分
で
行

う
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、

悪
徳
商
法
な
ど
の
被
害
に
あ

う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
判
断
能
力
の
不
十

分
な
方
々
を
保
護
し
、
支
援

す
る
の
が
成
年
後
見
制
度
で

す
。
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